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二
〇
一
四
年
六
月
二
六
日
の
五
時
限

に
特
別
授
業
と
し
て
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ

ン
氏
の
講
演
会
を
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
一

号
館
二
〇
一
教
室
に
お
い
て
開
催
し

た
。
ヤ
ン
氏
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ウ
ェ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
在

住
の
研
究
者
、
思
想
家
で
あ
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
の
カ
ン
ピ
ナ
ス
で
日
系
と
台
湾
系

の
両
親
の
間
に
生
ま
れ
、
一
九
八
一
年

ま
で
日
本
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
テ

キ
サ
ス
大
学
卒
業
後
、
オ
ハ
イ
オ
州
に

あ
る
ト
レ
ド
大
学
の
大
西
洋
民
衆
史
家

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ン
ボ
ー
の
も
と
で
歴

史
学
を
学
び
、
吉
本
隆
明
に
よ
る
カ
ー

ル
・
マ
ル
ク
ス
論
に
関
す
る
博
士
論
文

で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
近
年
、
日
本

の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研

究
者
と
の
共
同
研
究
を
行
い
、
日
米
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
数
多
く
の
著
作
を

発
表
し
て
い
る
。

　

当
日
、
ヤ
ン
氏
に
は
自
ら
の
生

い
立
ち
と
思
想
形
成
を
辿
り
な
が

ら
、
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の

一
九
六
十
年
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
運
動
、
そ
し
て
同
時
代
の
公
民

権
運
動
の
展
開
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ヤ
ン
氏
は
英
語
、

日
本
語
と
も
に
堪
能
で
あ
る
た
め
、
前

半
部
分
を
英
語
で
、
後
半
は
英
語
を
交

え
な
が
ら
、
日
本
語
で
の
講
演
と
な
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
社
会
史
の
筆
者
の
ゼ
ミ

の
学
生
を
中
心
に
、
学
部
生
と
教
員
、

市
民
が
参
加
し
、
少
人
数
な
が
ら
も
充

実
し
た
会
と
な
っ
た
。
以
下
、
講
演
の

内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ヤ
ン
氏
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
後
、

神
戸
で
高
校
に
通
い
、
テ
キ
サ
ス
大
学

で
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ム

ソ
ン
に
つ
い
て
学
び
、
大
学
院
で
ラ
イ

ン
ボ
ー
に
師
事
し
、
民
衆
史
に
取
り
組

ん
だ
経
緯
を
語
っ
た
。
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ

ン
は
、
一
九
四
一
年
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
ダ

ル
ー
ス
で
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
レ
ン
・
ジ

マ
ー
マ
ン
と
し
て
生
ま
れ
る
。
そ
の
年

の
一
二
月
に
は
真
珠
湾
攻
撃
が
あ
っ
た
。

戦
争
の
記
憶
は
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
に
も

刻
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
一
九
六
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

だ
け
で
な
く
、
東
京
で
も
、
パ
リ
、
メ

キ
シ
コ
で
も
若
者
の
運
動
が
起
こ
っ
た
。

大
学
院
で
指
導
を
受
け
た
ラ
イ
ン
ボ
ー

氏
は
、
当
時
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
大
学

院
生
で
「
民
主
的
社
会
を
求
め
る
学

生
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
最

大
の
学
生
組
織
の
一
員
と
し
て
、
大
学

ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
。
一
九
六
九

年
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化
す
る
な

か
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
を
飛
び
出
し
た
学
生
が

ウ
ェ
ザ
ー
マ
ン
と
い
う
地
下
組
織
を
結

成
し
、
社
会
を
変
え
よ
う
と
過
激
な
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ン
と

い
う
名
称
は
、
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
が

一
九
六
五
年
に
発
表
し
た
曲
「
サ
ブ
タ

レ
ニ
ア
ン
・
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー

ス
」
の
一
節
「
風
向
き
を
知
る
の
に

予
報
官
（
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ン
）
は
要
ら
な
い
」

か
ら
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ボ

ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
は
同
時
代
の
若
者
に
影

響
を
与
え
て
き
た
。
現
在
で
も
健
在
で

あ
る
。

　
日
本
に
も
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
影
響

を
受
け
た
人
が
い
た
。『
Ｙ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ａ
！
』
や
『
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
キ
ー
ト
ン
』

で
有
名
な
漫
画
家
、
浦
沢
直
樹
は
、
ボ

ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
孤
高
な
生
き
方
に
支

え
ら
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ラ
ン

は
一
九
六
〇
年
代
に
反
戦
フ
ォ
ー
ク
の

神
様
と
言
わ
れ
た
が
、
あ
る
時
期
か
ら

ロ
ッ
ク
を
歌
い
始
め
た
た
め
、
フ
ァ
ン

か
ら
の
怒
り
を
か
い
、
コ
ン
サ
ー
ト
で

罵
声
を
浴
び
た
。
し
か
し
、
デ
ィ
ラ
ン

は
ロ
ッ
ク
を
歌
い
続
け
た
。
そ
の
姿
に

浦
沢
は
励
ま
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
デ
ィ
ラ
ン
は
中
西
部
ミ
ネ
ソ
タ
州
の

田
舎
町
で
中
産
階
級
の
家
庭
に
育
っ
た
。

ラ
ジ
オ
で
ブ
ル
ー
ス
や
カ
ン
ト
リ
ー
・

ソ
ン
グ
な
ど
の
音
楽
を
聴
き
、
外
の
世

界
を
知
る
と
、
自
分
の
出
自
が
嫌
に
な

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

特
別
授
業　
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
氏
講
演
会

　「
一
九
六
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の

　
　
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
運
動
と
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
」

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
山
本
　
明
代
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り
、
生
い
立
ち
に
つ
い
て
嘘
八
百
を
言

い
始
め
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
時
代
で
、
ア
メ
リ

カ
は
中
産
階
級
の
画
一
的
な
社
会
を
目

指
し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が
赤
狩

り
と
呼
ば
れ
た
反
共
運
動
を
指
揮
し
、

労
働
組
合
も
弾
圧
さ
れ
た
。
核
戦
争
に

備
え
て
、
核
シ
ェ
ル
タ
ー
が
作
ら
れ
、

人
々
は
戦
争
の
危
機
感
に
怯
え
た
。
そ

ん
な
時
代
の
空
気
を
捉
え
て
、
デ
ィ
ラ

ン
は
一
九
六
二
年
に
「
レ
ッ
ト
・
ミ
ー
・

ダ
イ
・
イ
ン
・
マ
イ
・
フ
ー
ト
ス
テ
ッ

プ
ス
」
を
創
作
し
た
。

　
一
九
五
二
年
に
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
が

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
の
収
集
や
録
音
を
始
め
る
と
、
学

生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
や
喫
茶
店
で

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
い
始
め
た
。
ウ

デ
ィ
・
ガ
ス
リ
ー
は
、
家
族
の
離
散
後
、

ア
メ
リ
カ
中
を
放
浪
し
な
が
ら
、
社
会

的
な
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ガ
ス

リ
ー
は
、
伝
統
的
な
フ
ォ
ー
ク
を
編
曲

し
た
フ
ォ
ー
ク
を
歌
い
、
デ
ィ
ラ
ン
に

も
影
響
を
与
え
た
。
当
初
、
デ
ィ
ラ
ン

は
凡
庸
な
歌
手
だ
っ
た
が
、
一
九
六
一

年
に
ガ
ス
リ
ー
と
出
会
う
。
デ
ィ
ラ
ン

は
三
か
月
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た

際
に
黒
人
や
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
音
楽
を

知
り
、
ミ
ネ
ソ
タ
に
戻
っ
て
き
た
時
に

は
、
才
能
あ
ふ
れ
る
歌
手
に
変
わ
っ
て

い
た
。ブ
ル
ー
ス
歌
手
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
の
よ
う
に
、
十
字
路
で
悪
魔
と

取
引
を
し
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
デ
ィ
ラ
ン
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
を
中
退

し
て
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
転
居
し
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。

一
九
六
二
年
に
最
初
の
ア
ル
バ
ム
を
出

し
た
。
当
時
の
歌
手
は
、
声
、
音
楽
が

き
れ
い
、
編
曲
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る

と
い
う
も
の
が
主
流
だ
っ
た
が
、
デ
ィ

ラ
ン
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ガ
ス
リ
ー
が
行
っ
て
い
た
こ
と
を
引
き

継
ぐ
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
活
動
を
続

け
た
。

　
一
九
六
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
大
き

な
歴
史
的
な
瞬
間
が
訪
れ
、
デ
ィ
ラ
ン

も
こ
の
年
に
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
。
公
民

権
運
動
の
活
動
家
が
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で

殺
さ
れ
る
事
件
が
あ
り
、
支
援
に
向

か
っ
た
デ
ィ
ラ
ン
は
そ
の
こ
と
を
歌
っ

た
。
そ
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
で

ジ
ョ
ン
・
バ
エ
ズ
と
と
も
に
歌
い
、
わ

ず
か
二
二
歳
で
反
戦
フ
ォ
ー
ク
の
旗
手

と
な
っ
て
い
く
。「
第
三
次
世
界
戦
争
」

と
い
う
歌
で
は
キ
ュ
ー
バ
危
機
、
核
戦

争
の
脅
威
を
歌
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
バ
ー

チ
と
い
う
中
国
共
産
党
に
殺
害
さ
れ
た

バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
の
名
前

を
付
け
た
極
右
団
体
に
つ
い
て
歌
っ
た

「
ト
ー
ク
イ
ン
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
チ
・

パ
ラ
ノ
イ
ド
・
ブ
ル
ー
ス
」
を
作
る
。

そ
し
て
、
世
界
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
、

第
三
世
界
戦
争
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
デ
ィ
ラ
ン
は
歌
っ
た
。
社
会
学
者

Ｃ
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
や
社
会
活
動
家

ト
ム
・
ヘ
イ
ド
ン
の
本
を
当
時
の
学
生

は
み
な
読
ん
で
お
り
、
デ
ィ
ラ
ン
の
歌

に
共
感
し
た
。

　
黒
人
霊
歌
を
基
に
創
作
し
た
「
風
に

吹
か
れ
て
」
は
、
公
民
権
運
動
の
な
か

で
様
々
な
人
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
間

も
な
く
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。
あ
る
黒
人
ゴ

ス
ペ
ル
歌
手
が
私
の
父
の
歌
で
は
な
い

か
、
な
ぜ
白
人
の
青
年
が
歌
う
の
か
と

語
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
歌
の
内
容
は

百
年
前
の
時
代
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
当
に
よ
い
社
会
を
作
る
の
は
い
つ
か
、

そ
の
時
は
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
分
た
ち
は
そ
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら

自
問
自
答
し
続
け
る
の
だ
と
い
う
内
省

的
な
歌
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
デ
ィ
ラ
ン
は
観
衆
の
気
持

ち
を
逆
な
で
す
る
よ
う
な
曲
を
作
り
続

け
た
。
二
〇
一
二
年
の
ア
メ
リ
カ
ン
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
の

試
合
中
継
時
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
に
デ
ィ
ラ
ン
は
出
演
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
ド
イ
ツ
は
ビ
ー
ル
を
ス
イ
ス
は

時
計
を
ア
ジ
ア
は
携
帯
電
話
を
作
る
が
、

ア
メ
リ
カ
は
自
動
車
を
作
る
と
い
う
自

動
車
会
社
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
Ｃ
Ｍ
だ
っ

た
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
労
働
環
境
が
悪

い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者

を
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
よ
う
な
状
況

で
、
安
全
装
置
を
外
し
た
機
械
で
働
か

せ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
は
、
黒
人
霊
歌
や

ガ
ス
リ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
や
場
所

か
ら
素
材
を
取
っ
て
来
て
自
分
の
歌
を

作
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
剽
窃
と
い
う
よ

り
も
フ
ォ
ー
ク
の
伝
統
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
結
成
し
、『
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
の
社
会
』
と
い
う
本
を
書
い

た
ギ
ー
・
ド
ゥ
ボ
ー
ル
は
、「
剽
窃
は

必
要
で
あ
る
。
進
歩
は
そ
れ
を
必
要
と

す
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
剽
窃
は
悪
い

言
葉
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
過

去
の
時
代
の
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
物
の

言
葉
を
自
ら
の
言
葉
に
翻
訳
し
て
、
新

し
い
も
の
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
悪
い

こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
が
必
要

な
の
だ
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の

ア
メ
リ
カ
の
社
会
運
動
と
世
界
各
地
で

の
運
動
と
の
影
響
関
係
や
、
ニ
ュ
ー
レ

フ
ト
の
立
場
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。
ヤ
ン
氏
は
、
一
つ
目
の
質
問
に
対

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ン

サ
ー
党
の
運
動
が
大
阪
の
釜
ヶ
崎
の
労

働
者
の
運
動
に
与
え
た
影
響
と
、
日
本

の
砂
川
闘
争
で
先
住
民
出
身
の
ア
メ
リ

カ
軍
兵
士
が
砂
川
の
人
々
と
の
連
帯
を

訴
え
た
例
を
挙
げ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
影
響
は
大
き
か
っ
た
が
、
相
互
に
影

響
が
あ
っ
た
と
答
え
た
。
二
つ
目
の
質

問
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
は
共

産
党
と
い
う
よ
り
、
反
共
の
社
会
状
況
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を
問
題
と
し
て
い
た
と
回
答
し
た
。
そ

し
て
、
反
戦
運
動
に
関
し
て
付
言
し
、

一
九
六
五
年
の
ボ
ス
ト
ン
で
行
わ
れ
た

学
生
の
反
戦
デ
モ
は
愛
国
主
義
的
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
反
戦
運
動
は
戦

争
か
ら
帰
っ
た
兵
士
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
黒
人
運
動
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
締
め
く
く
っ
た
。


